
た
。
ま
た
、
こ
の
仲
哀
峠
の
北
方
、
障
子
ヶ
岳
北
麓
に
は
、
仲
哀
峠
と
同

様
に
勝
山
町
と
香
春
町
と
を
連
絡
す
る
味
見
峠
が
あ
り
、
昭
和
五
十
八
年

（
一
九
八
三
）
に
味
見
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
て
い
る
。

勝
山
町
の
東
側
に
は
京
築
低
地
が
広
が
っ
て
い
る
が
、
こ
の
低
地
は
長

峡
川
、
今
川
、
祓
川
の
三
つ
の
河
川
に
よ
っ
て
堆
積
し
た
平
野
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
竜
ヶ
鼻
に
源
を
発
す
る
長
峡
川
は
、
勝
山
町
の
中
央
部
を
南

東
方
向
へ
貫
流
し
て
い
る
二
級
河
川
で
あ
る
。
こ
の
長
峡
川
の
支
流
で
あ

る
、
上
矢
山
や
矢
山
を
下
る
矢
山
川
、
上
田
を
下
る
初
代
川
や
、
行
橋
市

に
お
い
て
長
峡
川
と
合
流
す
る
柵
見
川
、
孫
目
川
な
ど
の
河
川
が
勝
山
町

の
平
野
部
を
流
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
河
川
を
灌
漑
に
利
用
す
る
こ
と

で
、
勝
山
町
は
肥
沃
な
水
田
地
帯
を
形
成
し
て
い
る
。

し
か
し
、
勝
山
町
は
も
と
も
と
、
瀬
戸
内
地
方
の
気
候
の
影
響
を
受
け

て
お
り
、
雨
量
が
少
な
い
地
方
で
、
度
々
干
ば
つ
の
被
害
に
遭
っ
て
い

る
。
特
に
黒
田
に
お
い
て
は
、
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
の
大
飢
饉
の

際
に
多
数
の
犠
牲
者
が
出
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
灌
漑
設
備
が
整
備

さ
れ
る
ま
で
は
、
た
め
池
が
灌
漑
用
水
と
し
て
重
要
で
あ
っ
た
。
寛
永
年

間
（
一
六
二
四
〜
四
四
）
に
黒
田
忠
兵
衛
が
長
川
村
の
北
の
山
地
に
加
廊

戸
池
、
長
迫
池
を
築
き
、
黒
田
村
に
水
路
を
引
い
て
数
十
町
の
耕
地
を
開

い
た
の
を
は
じ
め
、
た
め
池
の
ほ
と
ん
ど
が
江
戸
時
代
に
造
ら
れ
た
も
の

で
あ
り
、
新
田
開
発
も
行
わ
れ
た
。
現
在
で
も
町
内
に
は
多
く
の
た
め
池

が
残
さ
れ
て
い
る
。

第
二
節

勝
山
町
の
地
形
と
地
質

一

勝
山
町
の
地
質
の
特
徴

勝
山
町
の
周
辺
を
取
り
巻
く
山
地
の
主
部
は
、
北
北
東
か
ら
西
南
西
に

連
な
っ
て
配
列
す
る
三
郡
変
成
岩
類
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
障
子
ヶ
岳

か
ら
飯
岳
山
（
大
坂
山
）
に
か
け
て
の
稜
線
付
近
か
ら
西
側
斜
面
が
こ
れ

に
相
当
す
る
。
ま
た
北
部
の
貫
山
地
の
山
稜
付
近
は
平
尾
台
へ
と
続
く
古

生
代
の
石
灰
岩
が
分
布
す
る
。
一
方
、
障
子
ヶ
岳
か
ら
飯
岳
山
（
大
坂
山
）

な
ど
の
町
西
部
の
山
地
の
斜
面
の
下
方
や
、
中
央
部
か
ら
東
部
に
か
け
て

の
観
音
山
の
山
塊
、
お
よ
び
町
内
の
丘
陵
・
台
地
・
低
地
の
基
盤
岩
は
、

三
郡
変
成
岩
形
成
後
に
貫
入
し
た
マ
グ
マ
が
地
殻
内
部
で
冷
却
し
て
形
成

さ
れ
た
花
崗
岩
類
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
勝
山
町
を
構
成
す
る
基
盤
岩

類
は
、
周
辺
部
に
三
郡
変
成
岩
類
や
古
生
代
の
石
灰
岩
が
分
布
し
、
中
央

部
か
ら
東
部
に
か
け
て
、
新
し
く
入
り
込
ん
だ
花
崗
岩
体
か
ら
構
成
さ
れ

る
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

町
内
各
地
に
分
布
す
る
丘
陵
や
台
地
の
表
面
は
、
浸
食
さ
れ
た
花
崗
岩

の
上
に
堆
積
し
た
河
川
の
堆
積
物
（
段
丘
礫
層
）
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
と

こ
ろ
に
よ
っ
て
は
阿
蘇
山
か
ら
噴
出
し
た
火
砕
流
堆
積
物
（
阿
蘇
四
火
砕

流
）
に
覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
低
地
に
沿
っ
て
広
が
る
新

し
い
河
川
堆
積
物
（
沖
積
層
）
に
覆
わ
れ
る
地
域
も
、
長
峡
川
沿
い
な
ど
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図１―３ 勝山町周辺の地質図（石井、１９９４を一部改変）
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に
広
が
る
。
こ
れ
ら
の
地
層
は
、
最
も
新
し
い
地
質
時
代
（
新
生
代
第
四

紀
）
に
堆
積
し
た
た
め
第
四
紀
層
と
よ
ば
れ
る
。
勝
山
町
の
こ
れ
ら
の
地

質
の
分
布
は
石
井
が
詳
し
く
調
査
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
石
井
の
調
査
を

も
と
に
し
た
勝
山
町
周
辺
の
地
質
図
を
図
１
―
３
に
示
す
。

三
郡
変
成
岩
類

勝
山
町
周
辺
の
福
智
山
地
の
斜
面
に
は
、
黒
色
な
い

し
暗
緑
色
を
し
た
硬
い
岩
石
が
分
布
す
る
。
こ
れ
ら

の
岩
石
を
ハ
ン
マ
ー
な
ど
で
割
っ
て
み
る
と
、
幾
重
に
も
岩
石
が
折
り
た

た
ま
れ
た
よ
う
に
見
え
る
片
理
構
造
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
片
理
構
造
を

持
つ
岩
石
は
片
岩
と
よ
ば
れ
、
高
い
圧
力
に
よ
っ
て
岩
石
が
く
し
ゃ
く

し
ゃ
に
折
り
た
た
ま
れ
る
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
、
高
圧
型
変
成
岩

の
一
種
で
あ
る
。

高
圧
型
変
成
岩
の
存
在
は
、
古
生
代
の
海
底
に
堆
積
し
た
砂
泥
が
、
こ

の
地
域
周
辺
に
存
在
し
た
当
時
の
プ
レ
ー
ト
境
界
付
近
で
、
プ
レ
ー
ト
の

沈
み
込
み
を
伴
う
強
い
力
で
地
殻
の
下
方
へ
と
引
き
ず
り
こ
ま
れ
た
こ
と

を
示
唆
し
て
い
る
。
現
在
こ
の
岩
石
が
山
地
を
構
成
し
て
い
る
理
由
は
、

地
殻
の
深
部
で
い
っ
た
ん
変
成
作
用
を
受
け
た
後
、
こ
の
地
域
が
隆
起
へ

と
転
じ
た
た
め
地
殻
深
部
の
地
質
が
表
面
に
現
れ
た
た
め
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
変
成
岩
類
は
、
注
�唐
木
田
ほ
か
（
一
九
九
二
）
な
ど
で
ま
と
め

て
い
る
よ
う
に
、
従
来
は
九
州
北
部
か
ら
中
国
地
方
に
か
け
て
北
北
東
か

ら
南
南
西
方
向
に
連
な
る
古
生
代
に
生
じ
た
三
郡
変
成
帯
を
構
成
す
る
片

岩
類
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
最
近
西
村
祐
次
郎
は
、
福
岡
県
東

部
に
分
布
す
る
三
郡
変
成
帯
は
、
約
三
億
年
前
に
広
域
変
成
の
生
じ
た
蓮

華
変
成
帯
に
、
こ
れ
に
接
し
て
福
岡
県
東
部
に
位
置
す
る
三
郡
変
成
岩

は
、
約
二
億
年
前
の
中
生
代
に
広
域
変
成
の
生
じ
た
周
防
変
成
帯
に
相
当

す
る
と
の
考
え
方
を
提
唱
し
て
い
る
。
こ
の
考
え
方
に
よ
る
と
勝
山
町
周

辺
の
三
郡
変
成
岩
類
は
周
防
変
成
帯
に
属
し
、
古
生
代
に
堆
積
し
た
砂
泥

が
中
生
代
の
前
半
の
約
二
億
年
前
に
広
域
変
成
作
用
を
受
け
て
黒
色
の
泥

質
片
岩
な
ど
の
片
岩
類
を
形
成
し
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
。

石

灰

岩

勝
山
町
北
部
の
貫
山
地
は
、
平
尾
台
に
続
く
石
灰
岩
地

帯
の
南
端
部
を
構
成
す
る
。
上
矢
山
や
上
河
内
の
背
後

の
頂
付
近
で
、
石
灰
岩
地
帯
の
末
端
部
に
特
有
な
急
崖
を
形
成
す
る
。
上

矢
山
と
北
九
州
市
小
倉
南
区
平
尾
台
と
隣
接
す
る
部
分
で
は
、
厚
さ
五
〇

㍍
以
上
に
達
す
る
石
灰
岩
層
が
採
掘
さ
れ
た
。
こ
の
石
灰
岩
は
呼
野
層
上

部
層
の
一
部
で
あ
る
。
平
尾
台
の
石
灰
岩
は
変
成
作
用
を
受
け
て
再
結
晶

化
作
用
を
し
て
お
り
化
石
を
含
ま
な
い
が
、
周
辺
地
域
で
は
古
生
代
末
ペ

ル
ム
紀
の
フ
ズ
リ
ナ
化
石
を
産
す
る
。
こ
の
た
め
平
尾
台
の
石
灰
岩
は
、

二
・
二
億
年
以
上
前
の
古
生
代
末
の
海
に
形
成
さ
れ
た
珊
瑚
礁
に
起
源
を

も
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

花
崗
岩
類

勝
山
町
域
の
広
い
範
囲
に
基
盤
岩
と
し
て
露
出
す
る
花

崗
岩
類
は
、
平
尾
花
崗
閃
緑
岩
と
よ
ば
れ
る
。
花
崗
岩

類
は
、
地
下
で
大
規
模
に
溶
融
し
て
形
成
さ
れ
た
マ
グ
マ
溜
が
ゆ
っ
く
り

と
冷
却
し
て
鉱
物
の
大
粒
の
結
晶
を
作
り
な
が
ら
固
化
し
て
形
成
さ
れ
た

岩
石
で
あ
る
。
花
崗
閃
緑
岩
は
花
崗
岩
よ
り
有
色
鉱
物
の
比
率
が
大
き

く
、
多
少
花
崗
岩
よ
り
黒
み
が
か
っ
て
い
る
。
勝
山
町
南
部
の
一
部
に
は
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真
崎
花
崗
岩
も
分
布
す
る
。
勝
山
町
の
花
崗
岩
類
は
丘
陵
部
で
は
か
な
り

風
化
し
マ
サ
土
化
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
が
、
山
地
斜
面
に
は
、
新
鮮
な

岩
盤
が
露
出
す
る
こ
と
も
あ
る
。
写
真
１
―
１
は
、
観
音
山
の
斜
面
に
露

出
し
て
い
る
平
尾
花
崗
岩
閃
緑
岩
の
露
岩
を
遠
望
し
た
写
真
で
あ
る
。

注
�
�
太
田
ほ
か
（
二
〇
〇
四
）
は
、
平
尾
花
崗
閃
緑
岩
が
三
郡
変
成
岩
類
に

貫
入
し
た
時
代
を
一
・
一
億
年
前
ご
ろ
の
中
生
代
白
亜
紀
後
半
と
報
告
し

て
い
る
。
な
お
、
真
崎
花
崗
岩
の
貫
入
時
期
は
こ
れ
よ
り
若
干
遅
い
白
亜

紀
後
半
の
九
四
〇
〇
万
年
前
ご
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
花
崗
岩
類
は
周
囲

の
岩
石
よ
り
比
重
が
小
さ
く
、
ゆ
っ
く
り
と
隆
起
し
て
地
表
に
現
れ
た
岩

石
で
あ
る
。
勝
山
町
の
平
尾
花
崗
閃
緑
岩
は
、
現
在
で
は
風
化
浸
食
作
用

が
進
行
し
、
結
果
的
に
周
囲
の
山
地
よ
り
低
い
盆
地
状
の
地
形
の
基
盤
を

構
成
し
て
い
る
。

第
四
紀
層

第
四
紀
層
は
現
在
を
含
む
約
一
七
〇
万
年
間
の
最
新
の

地
質
時
代
に
堆
積
し
た
地
層
の
総
称
で
あ
る
。
勝
山
町

で
は
丘
陵
の
頂
部
を
覆
う
砂
礫
層
、
台
地
を
構
成
す
る
段
丘
礫
層
、
現
在

の
河
川
の
氾
濫
で
堆
積
し
た
沖
積
層
の
ほ
か
、
阿
蘇
火
山
の
約
九
万
年
前

の
巨
大
噴
火
で
流
入
し
堆
積
し
た
阿
蘇
四
火
砕
流
（A

so-4pfl

）
堆
積
物

な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

注
�
�
石
井
ほ
か
（
一
九
九
四
）
は
こ
の
地
域
の
第
四
紀
層
に
つ
い
て
、
丘
陵

を
構
成
す
る
高
位
段
丘
構
成
層
（
豊
津
層
）・
丘
陵
ま
た
は
台
地
を
形
成

す
る
中
位
段
丘
面
構
成
層
（
新
田
原
礫
層
）・
台
地
な
ど
を
構
成
す
る
阿

蘇
四
火
砕
流
堆
積
層
・
台
地
を
形
成
す
る
低
位
段
丘
構
成
層
（
泉
砂
礫

層
）
お
よ
び
低
地
を
形
成
す
る
沖
積
層
の
順
に
堆
積
し
て
い
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
勝
山
町
域
で
は
明
瞭
な
豊
津
層
は
分
布
し
て
お
ら
ず
、
新

田
原
礫
層
の
分
布
が
一
部
の
地
域
で
確
認
さ
れ
る
。

阿
蘇
四
火
砕
流
堆
積
物
は
、
下
久
保
付
近
で
広
く
分
布
す
る
ほ
か
（
写

真
１
―
２
）、
最
近
で
は
黒
田
周
辺
の
台
地
の
一
部
も
構
成
す
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
従
来
低
位
段
丘
の
泉
層
の
堆
積
域
と
考
え
ら
れ

て
い
た
黒
田
の
小
長
田
町
営
団
地
の
試
錐
か
ら
も
、
段
丘
表
土
の
下
に
阿

蘇
四
火
砕
流
堆
積
物
が
分
布
し
、
そ
の
層
厚
は
二
・
八
㍍
に
達
す
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
よ
り
下
位
に
は
層
厚
約
三
・
三
㍍
の

新
田
原
構
成
層
相
当
層
が
基
盤
と
な
る
花
崗
岩
の
土
壌
化
し
た
浸
食
面
上

に
堆
積
し
て
い
た
。

写真１―１ 観音山に露出する花崗岩

写真１―２ 下久保の阿蘇山火砕流堆積物
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沖
積
層
は
長
峡
川
と
下
田
川
沿
い
の
低
地
に
広
く
分
布
す
る
。
沖
積
世

（
一
万
年
前
か
ら
現
在
ま
で
の
後
氷
期
）
の
温
暖
化
期
に
生
じ
た
縄
文
海
進

の
海
域
は
、
行
橋
市
の
下
検
地
付
近
ま
で
し
か
侵
入
し
て
お
ら
ず
、
勝
山

付
近
の
沖
積
低
地
は
直
接
に
は
海
進
の
影
響
を
受
け
て
い
な
い
（
注
�千
田
、

一
九
八
四
）。
し
か
し
一
部
の
沖
積
低
地
の
地
下
で
は
基
盤
ま
で
に
一
〇

㍍
以
上
に
達
す
る
第
四
紀
層
を
挟
む
こ
と
も
あ
り
、
沖
積
層
の
下
に
泉
層

以
下
の
第
四
紀
層
が
埋
没
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

二

勝
山
町
の
地
形
の
特
徴

勝
山
町
は
北
部
を
竜
ヶ
鼻
か
ら
塔
ヶ
峰
に
い
た
る
貫
山
地
、
西
部
を

竜
ヶ
鼻
か
ら
障
子
ヶ
岳
を
経
て
飯
岳
山
（
大
坂
山
）
に
至
る
福
智
山
地
東

部
の
山
塊
、
南
部
を
飯
岳
山
か
ら
御
所
ヶ
岳
へ
連
な
る
御
所
ヶ
岳
山
塊
に

囲
ま
れ
て
い
る
が
、
東
部
は
長
峡
川
と
今
川
な
ど
の
形
成
し
た
台
地
と
低

地
が
広
が
り
、
三
方
を
山
に
囲
ま
れ
た
盆
地
状
の
地
形
を
呈
す
る
。
ま

た
、
町
域
中
北
部
に
は
、
観
音
山
塊
が
張
り
出
す
た
め
、
こ
の
山
塊
よ
り

西
側
は
四
方
を
山
地
に
囲
ま
れ
た
よ
う
に
見
え
、
典
型
的
な
盆
地
状
の
地

形
を
示
す
。

町
域
の
北
端
部
か
ら
西
部
に
か
け
て
囲
む
山
地
の
高
度
は
、
海
抜
高
度

五
〇
〇
㍍
前
後
で
あ
り
、
町
内
の
最
高
地
点
の
竜
ヶ
鼻
で
も
六
八
〇
㍍
で

あ
る
。
こ
の
山
地
の
高
度
は
必
ず
し
も
大
き
く
は
な
い
が
、
石
灰
岩
や
三

郡
変
成
岩
か
ら
な
る
山
腹
は
、
平
均
傾
斜
で
三
〇
度
を
超
え
て
お
り
、
福

岡
県
内
で
は
有
数
の
急
峻
な
斜
面
を
構
成
す
る
。

花
崗
岩
類
の
山
塊
で
あ
る
観
音
山
塊
は
、
高
度
で
は
二
〇
〇
㍍
を
超
え

る
小
山
塊
で
、
町
域
を
二
分
す
る
よ
う
に
聳
え
て
い
る
が
、
平
均
傾
斜
は

三
〇
度
に
満
た
な
い
。
観
音
山
塊
や
障
子
ヶ
岳
周
辺
の
福
智
山
地
東
側
斜

面
の
よ
う
に
花
崗
岩
類
が
分
布
す
る
地
域
は
傾
斜
が
緩
く
、
こ
こ
に
は
崩

壊
し
た
花
崗
岩
類
の
転
石
や
土
石
流
堆
積
物
が
谷
間
を
埋
め
て
い
る
。

花
崗
岩
類
は
風
化
浸
食
さ
れ
や
す
い
岩
石
で
あ
る
。
こ
の
た
め
花
崗
岩

の
分
布
地
域
に
浸
食
作
用
に
よ
っ
て
盆
地
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

勝
山
町
の
北
東
部
で
は
、
花
崗
岩
類
の
浸
食
が
進
み
、
地
表
の
起
伏
数
十

㍍
程
度
の
浸
食
平
坦
面
が
第
四
紀
中
期
（
丘
陵
の
原
地
形
が
形
成
さ
れ
た

数
十
万
年
前
頃
）
ま
で
に
形
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
域
に
残
さ
れ
た
一

部
の
花
崗
岩
の
高
ま
り
は
、
海
抜
高
度
八
〇
㍍
未
満
の
丘
陵
を
形
成
し

た
。
新
町
か
ら
宮
原
に
か
け
て
、
松
田
付
近
、
上
稗
田
か
ら
下
稗
田
に
か

け
て
、
長
川
か
ら
池
田
に
か
け
て
は
こ
の
よ
う
な
丘
陵
が
分
布
す
る
。

花
崗
岩
類
山
地
の
山
麓
部
で
は
、
土
石
流
扇
状
地
性
の
堆
積
物
が
分
布

し
、
阿
蘇
四
火
砕
流
堆
積
以
前
に
は
扇
状
地
を
開
析
す
る
下
刻
作
用
が
生

じ
て
、
中
位
段
丘
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
中
位
段
丘
群
は
、
宮
原
・

菩
提
・
松
田
・
中
黒
田
周
辺
な
ど
に
分
布
す
る
。

約
九
万
年
前
に
阿
蘇
四
火
砕
流
は
御
所
ヶ
岳
な
ど
を
乗
り
越
え
て
勝
山

町
の
当
時
の
低
地
を
埋
め
尽
く
し
た
。
阿
蘇
四
火
砕
流
堆
積
物
は
現
在
も

大
久
保
か
ら
中
久
保
付
近
、
黒
田
付
近
、
長
川
や
池
田
な
ど
の
海
抜
高
度

三
〇
㍍
前
後
の
地
域
に
平
坦
面
を
形
成
す
る
こ
と
が
多
い
。
図
１
―
４
で

低
位
段
丘
と
し
た
地
形
の
大
部
分
は
阿
蘇
四
火
砕
流
堆
積
物
の
堆
積
面
で
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